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祝祭日には国旗を掲げましょう 【表紙写真説明】
天皇陛下御即位三十年記念　東儀秀樹コンサート

【題字】
神社本庁 総長　田中恆清

本
年
も
残
す
と
こ
ろ
三
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

本
号
に
お
い
て
も
奉
祝
事
業
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、

ま
た
そ
れ
を
つ
ぶ
さ
に
記
録
し
て
お
り
ま
す
。
奉

祝
と
い
う
言
葉
を
解
釈
致
し
ま
す
と
「
喜
び
祝
う
」

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
お
祝
い
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
た
だ
単
に
明
る
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
当
神
社
に
と
っ
て
も
例
年
以
上
に
氏
子

崇
敬
者
の
方
々
と
接
す
る
機
会
と
、
そ
の
喜
び
の

声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
今
ま
で
お
知
り
合
い
で
は
な
か
っ
た
方
と
の
出

会
い
ま
で
も
い
た
だ
き
、
奉
祝
を
契
機
に
知
り
得

た
御
神
縁
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
俊
）

『木  札 』

霜月「11月」神無月「10月」 師走「12月」

月次祭にご参列された方などにお頒けする木札です

奉祝 天皇陛下御即位三十年



神
嶽
山
神
苑

か
ん

た
け

や
ま

し
ん

え
ん

ご
案
内

紅
葉
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た

森
厳
な
神
嶽
山
神
苑
に
て

紅
葉
を
楽
し
み
つ
つ

和
や
か
な
ひ
と
時
を…

10
月
8
日
（
月
・
祝
）
 午
前
11
時
よ
り

　
　28
日
（
日
）
 

午
前
11
時
よ
り

以
降
の
予
定
は
決
定
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す

（
雨
天
時
中
止
）

●神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります●本年は12月13日にて閉苑となります

神
楽
舞
と
雅
楽

季節のお菓子とお抹茶でおもてなし
午前9時30分～午後3時30分まで
　　　　　　 （午後3時受付終了）
拝服料500円より思し召し

毎月1日に限り特別に開庵します
どうぞご利用ください
◇午前10時30分／1席（約30分間）
◇午後１時30分／1席（約30分間）
　　　　　　各1席8名まで先着順

茶屋 和楽亭

茶室 直心庵

初めての方も
お気軽に茶の湯に親しんでください

祭
典
と
行
事
の
ご
案
内
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第51回 菊花・写真展

10月15日㈪ 午前11時人形感謝祭

▲平成29年宮司賞受賞作品

人
形
感
謝
祭

神
嘗
奉
祝
祭

明
治
祭

第
51
回
菊
花
・
写
真
展

新
嘗
祭

午
前
11
時

午
前
11
時

午
前
8
時
30
分

午
前
10
時

15
日

17
日

3
日

10
日
〜
23
日

23
日

10
月

11
月

煤
拂
祭

天
長
祭

師
走
大
祓
式

　
並
大
祓
祈
願
祭
並
除
夜
祭

神
徳
感
謝
祭

午
前
8
時
30
分

午
前
10
時

午
後
1
時

除
夜
祭
後

14
日

23
日

31
日

12
月

月
次
祭

毎
月
1
日
・
20
日

午
前
8
時
30
分

　人形奉斎殿では、納められました人
形を日々 お祓いしますとともに、毎月1日に
は清祓式を斎行しておりますが、今年も
10月15日の「人形の日」に合わせ、人形
感謝祭を午前11時より斎行致します。
　人形は年間を通じお納め頂けます
が、是非この機会にご参列くださいます
ようご案内申し上げます。

本年で51回を迎える菊花・写真展が11月10日～23日に開催されます。
　近隣の菊花会より出品される豪華絢爛な菊花約350点、寒川神社の
四季折々の様子を写した写真約120点が境内に展示されます。

〔写真展作品募集〕
平成30年11月10日～23日
寒川神社に関係のある未発表の作品
四ツ切・六ツ切・A4・B4・A5・B5サイズ（ワイド可）
1人5点以内
平成30年10月1日～31日
平成30年11月上旬（入賞者へ直接連絡）

■開催時期
■題　　材
■サ イ ズ
■出品点数
■応募期間
■入賞発表

※作品の裏に住所・氏名・電話番号・題目・撮影年月日を明記のこと

問い合せ 寒川神社 写真展係 ☎0467（75）0004

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
記
念
行
事
開
催

巻
頭
特
集

浜
降
祭

さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り

奉
祝
パ
レ
ー
ド

東
儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト
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今
上
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
昭
和
64
年
１
月
に
践せ

ん

祚そ

の
儀

を
経
て
皇
位
を
継
承
さ
れ
御
即
位
に
な
ら
れ
、
元
号
は
「
昭
和
」
か
ら

「
平
成
」
へ
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
、
御
即
位
よ
り
30
年
目
と
い

う
佳
節
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
お
目
出
度
く
慶
賀

に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

天
皇
陛
下
に
は
、
御
即
位
以
来
御
多
忙
な
御
公
務
を
お
務
め
に
な

ら
れ
ま
す
中
で
、
ひ
た
す
ら
国
民
・
国
家
の
平
安
と
世
界
平
和
へ
の
祈

り
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
喜
び
の
日
も
悲
し
み
の
日
も
国
民
と
と

も
に
あ
ら
れ
る
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
は
、
愈
々
お
健
や
か
に
お
過
ご
し

に
な
ら
れ
、
御
皇
室
の
御
安
泰
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
神
社
で
は
「
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
」
を
奉
祝
致
し

ま
す
各
種
記
念
行
事
の
開
催
を
予
て
よ
り
計
画
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
の
皮
切
り
と
な
り
ま
し
た
の
は
、
昨
年
12
月
に
彬
子
女

王
殿
下
の
御
台
臨
を
仰
ぎ
挙
行
さ
れ
ま
し
た
「
彬あ

き

姫ひ
め

櫻ざ
く
ら

植
樹
」
で
す
。

女
王
殿
下
が
お
手
植
え
さ
れ
ま
し
た
新
種
の
サ
ク
ラ
は
、
本
年
３
月
中

旬
に
数
輪
の
花
を
付
け
、
境
内
の
他
の
サ
ク
ラ
よ
り
も
い
ち
早
く
当
神

社
に
「
春
」
の
到
来
を
告
げ
て
く
れ
ま
し
た
。（
彬
姫
櫻
植
樹
に
つ
い

て
の
詳
細
は
本
誌
第
512
号
に
掲
載
）

　

季
節
は
春
か
ら
夏
へ
と
移
り
、
奉
祝
の
一
環
と
し
て
各
種
記
念
行
事

を
開
催
致
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

浜
降
祭
は
、
祭
典

日
と
梅
雨
明
け
の
時
期

が
重
な
る
こ
と
か
ら
「
湘
南

地
方
に
本
格
的
な
夏
の
到
来

を
告
げ
る
祭
典
」
と
い
わ
れ
、
湘

南
地
方
を
代
表
す
る
「
夏
の
祭
典
」

と
し
て
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。
毎
年
７
月
海
の
日
（
本
年
は
７

月
16
日
）
に
斎
行
さ
れ
、
寒
川
神
社
を
は
じ

め
寒
川
町
・
茅
ヶ
崎
市
に
鎮
座
し
ま
す
各
神
社

の
神
輿
約
40
基
が
一
堂
に
参
集
し
ま
す
。（
浜
降

祭
に
つ
い
て
の
詳
細
は
本
誌
第
505
・
509
・
513
号
に
掲

載
）

　

今
年
の
関
東
地
方
は
、
観
測
史
上
初
め
て
６
月
に

梅
雨
明
け
が
発
表
さ
れ
、
い
つ
も
よ
り
早
く
夏
を
迎

え
ま
し
た
。
正
に
「
夏
真
っ
盛
り
」
と
も
い
う
べ
き
、

例
年
以
上
の
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
本
年
の
浜
降

祭
で
は
、
34
社
39
基
（
子
供
神
輿
を
含
む
）
の
神
輿

が
茅
ヶ
崎
の
南
湖
の
浜
を
乱
舞
し
、
全
て
の
大
神
輿

に
奉
祝
の
社
名
旗
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
と
と
も
に
、
無

数
の
奉
祝
幟
旗
に
も
彩
ら
れ
、
祭
場
は
奉
祝
ム
ー
ド

一
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

　

来
訪
者
数
は
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
約
７
万
７
千

人
（
主
催
者
発
表
）
を
数
え
ま
し
た
。
例
年
に
は
な

い
、
大
変
な
暑
さ
の
中
で
の
斎
行
と
な
り
ま
し
た
本

年
の
浜
降
祭
は
、「
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
」
を

奉
祝
す
る
機
運
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年 

記
念
行
事
開
催

浜
降
祭
・
さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り
奉
祝
パ
レ
ー
ド
・
東
儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト

浜
降
祭

巻頭
特集

23



　

浜
降
祭
の
帰
路
、
寒
川
４
社
（
寒
川
神
社
・
菅
谷
神
社
・
倉
見

神
社
・
八
幡
大
神
）
の
神
輿
が
寒
川
駅
前
公
園
に
集
結
し
、「
さ
む

か
わ
神
輿
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
町
民

の
皆
様
と
と
も
に
浜
降
祭
の
伝
統
を
後
世
に
継
承
す
べ
く
、
平
成

25
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
と
九
州
・

熊
本
地
震
の
復
興
を
祈
願
す
る
祭
典
が
併
せ
て
斎
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
年
は
、天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
を
記
念
し
、國
學
院
大
學
（
東

京
都
渋
谷
区
）
体
育
連
合
会
吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と

同
ド
リ
ル
競
技
部
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
シ
ー
ル
ズ
）
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
を
お
招
き
し
、
盛
大
な
奉
祝
パ
レ
ー
ド
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

国
旗
に
導
か
れ
た
隊
列
は
、
巫
女
が
捧
持
す
る
震
災
復
興
を
願

う
「
と
ど
け
鈴
の
音
」
横
断
幕
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
と
続
き
、
さ
ら
に
お
囃
子
、
寒
川
４
社
の
神
輿
と
連
な
り

ま
し
た
。
無
数
の
奉
祝
幟
が
立
て
ら
れ
る
中
を
進
む
奉
祝
パ
レ
ー
ド

を
一
目
見
よ
う
と
、
町
内
外
よ
り
多
く
の
方
が
集
ま
り
、
自
然
と

手
拍
子
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
神
輿
の
共
演
は
、
心
地
よ
さ
と
力
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ま
つ
り
」
が
も
つ
「
和
の
心
」
が
な
せ
る
業
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
奉
祝
パ
レ
ー
ド
は
見
守
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
の
晴
れ

や
か
な
笑
顔
に
よ
っ
て
、
神
社
と
町
が
一
体
と
な
っ
た
記
念
行
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

８
月
14
日
、
雅
楽
師
の
東
儀
秀
樹
氏
を
お
招
き

し
、「
楽が

く

〜
千
年
の
刻
を
超
え
て
〜
」
と
題
し
、

奉
祝
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

雅
楽
は
、
神
社
の
祭
典
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
重
要
な
要
素
で
す
。「
楽
」
を
奏
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
厳
粛
の
中
で
あ
っ
て
も
神
慮
を
慰
め
、

信
仰
的
な
情
緒
を
深
め
、
潤
い
と
和
や
か
さ
が
生

み
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
神
人
和
合
」
の

世
界
が
誕
生
す
る
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
雅
楽
と
は
、
我
が
国
に
古
く
か
ら
存

在
し
た
楽う

た

舞ま
い

に
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
諸
国
か
ら
伝

わ
っ
た
音
楽
や
舞
が
融
合
し
日
本
化
し
た
芸
術
で

あ
り
「
世
界
最
古
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
雅
楽
が
我
が
国
に
伝
わ
る
よ
り
前
に
既

に
「
伎ぎ

楽が
く

」
と
呼
ば
れ
る
音
楽
が
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
伎
楽
は
、
推
古
天
皇
の
御
代
に
百く

だ
ら済
の
味み

摩ま

之し

に
よ
っ
て
中
国
南
部
の
呉
か
ら
伝
え
ら
れ
た

仮
面
舞
踏
劇
の
一
種
で
、「
日
本
最
古
の
外
来
芸

能
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
聖
徳
太
子
の
時
代
に

最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
雅
楽
な
ど
の
新
た
な

芸
能
の
伝
来
と
と
も
に
、
そ
の
姿
は
徐
々
に
歴
史

か
ら
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
各
地
の

祭
礼
に
登
場
す
る
獅
子
舞
や
天
狗
な
ど
に
そ
の
痕

跡
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
現
存
す
る
伎
楽

面
の
多
く
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
演
目
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
く
、

詳
細
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
「
幻

の
天て

ん

平ぴ
ょ
う

芸げ
い

能の
う

」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
第
１
部
で
は
、
そ
の
冒

頭
で
千
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
幻
の
天
平
芸
能

「
伎
楽
」
を
一
夜
限
り
で
復
活
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
薬
師
寺
（
奈
良
県
）
よ
り
特
別

に
お
借
り
し
た
伎
楽
面
・
装
束
を
身
に
ま
と
い
歴

史
絵
巻
が
当
神
社
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
「
国
歌 

君
が
代
」
が
雅
楽
の
旋
律
で
演
奏
さ

れ
る
な
ど
、
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
を
奉
祝
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
装
い
も
一
転
し
、
バ
ン
ド
を
加
え
て

の
ラ
イ
ブ
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
音
楽

や
ア
ニ
メ
曲
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
、
雅
楽
の
持

ち
味
を
活
か
し
た
東
儀
秀
樹
氏
の
独
自
の
世
界
観

に
、
見
る
者
す
べ
て
が
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
雅
楽
器
と
現
代
音
楽
の
見
事

な
融
合
を
目
の
当
た
り
に
し
、
我
が
国
が
持
つ
強

い
『
力
』
を
垣
間
見
た
」
な
ど
の
感
想
を
頂
き
、

今
上
陛
下
へ
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
御
皇
室
の
御
安

泰
を
祈
念
し
た
本
コ
ン
サ
ー
ト
は
盛
会
裡
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り

奉
祝
パ
レ
ー
ド

東
儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト

奉 祝  天 皇 陛 下 御 即 位 三 十 年
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社
頭
動
静

鈴
の
音

寒
川
さ
ん
の

ね

※

鈴
の
音
を「
祈
り
」の
象
徴
と
と
ら
え
、当
神
社
の
折
々
の
出
来
事
を

　そ
の
音
に
乗
せ
て
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

浜
降
古
式
祭

浜
降
祭
宵
宮
祭
並
遷
霊
祭

浜
降
祭

虫
送
り
祭

第
2
回
相
模
塾

7
月

15
日〃 

16
日

17
日

29
日

社
務
所
改
修
二
期
工
事
竣
功
清
祓

國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学

　
　
　  

指
定
神
社
実
習
受
入
れ

東
儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト

平
和
祈
願
祭

第
49
回
相
模
薪
能

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
総
会

清
泉
寮
竣
功
祭

8
月

11
日

12
〜
18
日

14
日

15
日〃 

20
日

30
日

月
次
祭
（
9
月
20
日
は
除
く
）

毎
月
１
日・
20
日 寒

川
神
社
全
総
代
会

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
祭
式
研
修
会

同
　
右

平
成
御
大
典
記
録
写
真
展

　
　
　
　
　 

（
10
月
1
日
ま
で
）

御
祖
講
設
立
二
十
周
年
記
念
植
樹
式

や
ぶ
さ
め
教
室

商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭

商
工
奉
賛
会
年
次
総
会

例
祭
宵
宮
祭

流
鏑
馬
神
事

例
祭

安
藤
由
勝
大
人
命

　
伊
集
院
直
彦
大
人
命

　
　
他
命
等
の
慰
霊
祭

末
社
御
祖
神
社
秋
季
霊
祭
並
合
祀
祭

高
座
氏
子
総
代
会
総
会

末
社
宮
山
神
社
例
祭

9
月

1
日

3
日

12
日

15
日
〜

16
日〃 

19
日〃 〃 〃 

20
日

23
日〃 

28
日

29
日

❶

❸

❹

❻

［写真］	 ①例祭「退下」　②例祭「浦安の舞」　③例祭「玉串拝礼」　④御祖講設立二十周年記念植樹式　⑤平成御大典記録写真展
	 ⑥やぶさめ教室　⑦第49回相模薪能　⑧流鏑馬神事

❷

❺

❼❽

終
戦
記
念
日
の
8
月
15
日
、
先
の

大
戦
に
お
い
て
祖
国
を
護
る
た

め
戦
陣
に
散
り
、
戦
禍
に
倒
れ

た
英
霊
と
戦
争
犠
牲
者
の
御
霊
を
お
慰
め

し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
る
相
模
薪
能

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
の
記
念
と
な
る

本
年
は
、
能
「
逆さ

か

矛ほ
こ

」「
大た
い

瓶へ
い

猩
し
ょ
う

々じ
ょ
う」、
狂

言
「
樋ひ

の
酒さ
け

」
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
御
本

殿
前
で
篝
火
に
照
ら
さ
れ
て
当
代
の
名
人
た

ち
が
演
じ
る
日
本
の
伝
統
芸
能
は
、
見
る
者

全
て
を
幽
玄
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
記
念
事

業
と
し
て
、
平
成
の
御
大
典
に

関
す
る
写
真
及
び
絵
巻
物
の
記

念
展
示
が
当
神
社
の
境
内
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

御
大
典
に
関
す
る
絵
巻
物
な
ど
、
神
社

本
庁
よ
り
貴
重
な
も
の
を
お
借
り
し
、
当

神
社
所
蔵
の
皇
族
ゆ
か
り
の
品
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
期
間
中
は
多
く
の
皆
様
に
お
越

し
頂
き
ま
し
た
。

神
嶽
山
神
苑
内
に
、
当
神
社
の
末

社
の
一
つ
の
御み

お
や祖
神
社
が
鎮
座

し
て
い
ま
す
。
当
神
社
周
辺
に

は
、
宮
山
在
住
の
方
を
中
心
に
結
成
さ
れ

た
「
御
祖
講
」
と
い
う
講
組
織
が
あ
り
、

御
祖
神
社
に
は
こ
の
講
員
の
祖
先
が
お
祀

り
さ
れ
、
毎
月
１
日
に
は
月
次
祭
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
、
御
祖
講
が
設
立
二
十
周
年
を
迎

え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
御
祖
神
社
参
道
左

側
に
「
白
梅
」
を
植
樹
致
し
ま
し
た
。

　

春
に
は
「
気
品
」
あ
る
花
を
咲
か
せ
て
、

祖
先
の
御
霊
を
お
慰
め
す
る
よ
う
に
御

祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
先
祖
へ

の
日
頃
の
感
謝
が
一
つ
の
形
と
な
り
ま

し
た
。平

成
28
年
に
寒
川
神
社
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
神

事
復
興
50
年
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
ご
好
評
を
頂
い
た
「
や
ぶ

さ
め
教
室
」
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
好
天
の
中
、
お
子
様
を
中
心
に
千

名
を
超
え
る
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
、
大

変
な
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
当
神
社
が
所
有
す
る
流

鏑
馬
神
事
奉
仕
馬
「
平
安
」
号
と
「
飛
鳥
」

号
の
２
頭
が
本
番
用
の
装
飾
を
し
て
登
場

し
、
馬
と
触
れ
合
え
る
時
間
も
設
け
ら
れ

る
な
ど
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
流
鏑
馬

当
日
と
は
一
味
違
っ
た
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

特
に
、
本
物
の
弓
を
引
い
て
的
を
狙
え

る
コ
ー
ナ
ー
は
常
に
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
大
盛
況
で
、
子
供
た
ち
の
大
人
顔
負
け

の
真
剣
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

祈
年
祭
・
新
嘗
祭
と
と
も
に
「
三

大
祭
」
の
一
つ
で
、
当
神
社
の
年

間
祭
典
の
中
で
最
重
儀
と
さ
れ

る
例
祭
が
９
月
19
・
20
日
の
二
日
間
に
亘
っ

て
、
盛
大
且
つ
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
、
天
下
泰
平
・
五
穀
豊
穣
を

祈
念
し
て
、
流
鏑
馬
神
事
が
境
内
西
側
馬

場
に
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
祭
当
日
は
、
役
員
・
総
代
を
は
じ
め
、

全
国
よ
り
多
く
の
崇
敬
者
が
参
列
し
、
厳

粛
に
祭
典
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
神
社
本

庁
よ
り
幣
帛
を
奉
り
、
巫
女
に
よ
る
神
楽

「
浦
安
の
舞
」
が
流
麗
か
つ
厳
か
に
奉
奏
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
日

に
亘
り
境
内
で

は
献
茶
・
献
花
・

盆
栽
展
・
水
石

と
美
石
展
・
奉

納
演
芸
・
神
輿

渡
御
・
少
年
館

に
よ
る
作
品
展

示
な
ど
の
各
種

神
賑
行
事
が

行
わ
れ
、
境
内

は
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

相
模
薪
能

御
祖
講
設
立
二
十
周
年
記
念
植
樹
式

平
成
御
大
典
記
録
写
真
展

例
祭

や
ぶ
さ
め
教
室

　9月2日、参議院議員の有村治子氏が正
式参拝されました。
　正式参拝の後、神嶽山神苑を見学され和
やかなひと時をお過ごし頂きました。

有村治子氏ご参拝

清泉寮
　「寒川」には元来「清らかな泉の湧くところ」
という意味があることから名付けられたこの
寮は、当神社職員の他、参集殿・寒川病院・
神恵苑の職員の寮として8月30日に竣功致
しました。

整備事業

67



見 聞 録
寒川神社 権禰宜　中 西 正 史

平
成
30
年 

例
祭
献
灯
者
芳
名

外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

外外外外外外外外外外外外外外外外外

外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

﹇
宮

　山
﹈

上
合

中
里
（
上
）

中
里
（
下
）

中
里
（
河
原
）

中
里
（
サ
ザ
ン
） 

馬
場

雷下根
岸
（
上
）

根
岸
（
中
）

根
岸
（
下
）

オ
リ
ー
ブ
の
丘

旭
（
東
）

旭
（
西
）

南﹇
一
之
宮
﹈

鳥
井
戸
２

北
台
畑

中
台
畑

仲
町
１

下
河
原
１

西
町
１

西
町
２
Ｂ

新
道

笠
谷

宿
１

宿
２

宿
４

東
１

東
３
・
５
Ｂ

東
4

小
町
屋
１
〜
３

仲
町
２

目
久
尻

﹇
西
岡
田
﹈

根
下

﹇
東
岡
田
﹈

久
保
地

仲
町

上
町

仲
町
原

上
町
・
下
町

﹇
岡
田
新
町
﹈

南
駅
前
通

町
東
通

岡
田
新
町
南
2

﹇
小

　谷
﹈

西
北

西
南

入
町

原
１

原
2

東
１

﹇
大

　蔵
﹈

入
町

﹇
倉

　見
﹈

大
村
（
東
1
）

大
村
（
東
2
）

大
村
（
西
1
）

大
村
（
西
2
）

才
戸
（
南
）

才
戸
（
東
）

才
戸
（
西
） 

原
（
南
）

原
（
北
）

十
二
天
（
南
）

十
二
天
（
北
）

十
二
天
（
第
二
）

入
町
・
新
町

南
町

西
町

川
端
（
東
） 

川
端
（
西
） 

桜
町
（
上
）

桜
町
（
中
）

桜
町
（
下
）

﹇
大

　曲
﹈

﹇
田

　端
﹈

東
町

宿
町

西
町

南
町

神
之
倉

﹇
小

　動
﹈

小
動

﹇
講

　社
﹈

墨
東
寒
川
講

寒
川
神
社
易
友
会

﹇
匿

　名
﹈

本
村
　
隆
寿

根
岸
　
育
雄

綱
島
　
一
真

榊
原
　
範
匡

青
木
　
　
満

小
泉
　
直
樹

原
　
　
光
浩

井
出
　
　
勉

宮
川
　
　
司

沢
辺
　
　
学

小
泉
　
秀
輔

今
泉
　
　
茂

鈴
木
　
髙
行

杉
山
　
　
伸

小
堤
　
二
夫

森
口
　
恭
一

鈴
木
　
智
史

三
好
　
明
美

廣
田
　
直
士

浅
原
　
政
義

湯
浅
　
靖
子

谷
島
　
俊
郎

安
藤
　
雅
彦

府
川
　
宗
吉

横
溝
　
吉
香

鳥
海
　
芳
江

関
　
　
英
明

井
出
　
光
治

秋
庭
　
光
男

入
沢
　
勝
彦

髙
橋
　
　
博

臺
野
　
利
子

福
田
　
圭
治

二
ノ
宮
雅
一

内
藤
　
一
三

三
澤
　
芳
彦

佐
藤
　
嗣
雄

倉
持
　
十
士

三
留
　
勝
弥

三
堀
　
　
昇

内
野
　
広
志

金
澤
　
純
一

山
口
　
明
伸

遠
藤
作
次
朗

若
菜
伊
三
雄

藤
井
喜
代
治

青
木
　
照
夫

三
澤
　
敬
機

門
倉
　
敏
明

柄
澤
　
　
博

石
井
　
周
治

松
原
不
二
男

井
上
　
花
子

今
村
　
和
生

上
田
　
幸
二

井
出
　
廣
子

小
林
　
　
寿

髙
橋
ふ
じ
ゑ

藤
沢
三
佐
男

藤
澤
　
豊
治

岡
崎
　
富
雄

栗
原
　
　
保

須
田
　
一
夫

吉
村
　
則
昭

赤
木
　
義
雄

甲
　
　
和
洋

井
上
　
健
二

後
藤
　
和
博

尾
島
　
修
一

髙
橋
　
伸
隆

木
村
　
昭
夫

石
黒
　
良
行

井
上
　
征
治

木
内
礼
次
郎

舛
水
　
行
正

蛭
田
　
　
昌

伊
藤
　
國
雄

澤
津
　
壽
道

四
四
、〇
〇
〇
円

二
八
、〇
〇
〇
円

六
四
、〇
〇
〇
円

二
〇
、〇
〇
〇
円

二
、五
〇
〇
円

二
八
、〇
〇
〇
円

一
七
、〇
〇
〇
円

六
六
、〇
〇
〇
円

三
六
、〇
〇
〇
円

一
三
、〇
〇
〇
円

三
八
、〇
〇
〇
円

一
三
、〇
〇
〇
円

三
三
、〇
〇
〇
円

一
七
、五
〇
〇
円

三
〇
、〇
〇
〇
円

一
〇
、〇
〇
〇
円

二
、〇
〇
〇
円

一
、〇
〇
〇
円

四
、〇
〇
〇
円

一
、〇
〇
〇
円

一
六
、〇
〇
〇
円

三
、〇
〇
〇
円

二
、〇
〇
〇
円

五
、〇
〇
〇
円

七
、〇
〇
〇
円

九
、〇
〇
〇
円

三
、〇
〇
〇
円

一
一
、〇
〇
〇
円

八
、〇
〇
〇
円

三
、〇
〇
〇
円

一
六
、〇
〇
〇
円

二
、〇
〇
〇
円

五
、〇
〇
〇
円

一
〇
、〇
〇
〇
円

二
二
、〇
〇
〇
円

一
四
、〇
〇
〇
円

一
三
、〇
〇
〇
円

四
、〇
〇
〇
円

六
、〇
〇
〇
円

三
、〇
〇
〇
円

六
、〇
〇
〇
円

四
、〇
〇
〇
円

一
五
、〇
〇
〇
円

五
、〇
〇
〇
円

二
六
、〇
〇
〇
円

九
、〇
〇
〇
円

四
、〇
〇
〇
円

三
、〇
〇
〇
円

七
、〇
〇
〇
円

一
二
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　１０月に入り、社頭では着物で着飾った子供を連れて
七五三のお参りに来られる家族が目立ってきました。ＮＹ
都市圏には、１０万人を超える日本人が住んでいるといわ
れており、日系企業に勤めている方や結婚のために渡米
した方を中心に小さな子供のいる家庭も数多く、全日制
の日本人学校も開校しています。
　七五三の年齢に該当する子供も多いのですが、両親
の仕事や学校の関係でなかなかこの時期に帰国できず、

子供の年祝いである
七五三行事を諦める
家庭も多いそうです。
　そこでＮＹ駐在中
は、この時期になると
ＮＹの日米の文化交
流と友好のために設
立されたジャパンソサエティ、首都ワシントンＤＣの国立青
少年活動センター、更にフロリダ州マイアミ市の市村日本
庭園で七五三行事を行っていました。
　ＮＹは日系企業の駐在員家庭が多いこともありスーツ姿
の両親が、ワシントンＤＣは土地柄もあり、アメリカ人の公
務員や軍関係の夫と結婚した日本人女性が、着物姿で
子供の手を引く姿が目立ちました。マイアミでは、日本の
珍しい伝統行事を体験したいとのことで、会場に足を運ん
だアメリカ人家庭の子供が多かった印象があります。
　アメリカでの七五三行事を振り返ると、たとえ異国にい
たとしても、母国の伝
統行事できちんと子供
達の成長を祝ってあ
げたくなるのが親心な
のかもしれないと実感
しました。

第７回 アメリカにおける七五三

ニューヨーク

ワシントンDC

フロリダ州マイアミ
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動  静
 １日 育成総会（BVS・CS・BS・VS・RS）
  育成総会（少年館）
 １４日 水泳訓練（CS） 
 １６日 神輿パレード国旗持ち奉仕（VS）
 １９日 終業式（少年館）
 ２２～２３日 夏季錬成会（少年館）

７月

 ４～１０日 第17回日本スカウトジャンボリー
  （BS・VS）

 １７～１８日 お泊り会（少年館）
 ２８～３１日 夏季キャンプ（CS）

 ４～１０日 第17回日本スカウトジャンボリー
  （BS・VS）

 １７～１８日 お泊り会（少年館）
 ２８～３１日 夏季キャンプ（CS）

８月

 ３日 始業式（少年館）９月

スカウト募集中！
小学1年生以上の男女
問合せ…寒川神社少年館

青少年だより

Pick Up

授
与
品

　当神社では現在、さまざまな神符守札授与品（お札・お守り）を
頒布しております。その授与品の中から、順番にいくつかの授与品
をご紹介してまいります。
　第１回目となる今号では、当神社の御神徳でもあります八方除
の祈願が込められた「幸運を呼ぶお守り」と、１２月上旬より頒
布を開始致します「厄難除 氣守」をご紹介致します。

　八方除とは、地相・家相・方位・日
柄などに由縁する “全ての災禍を祓い、
福徳円満をもたらす” 寒川大明神唯一無
二の御神徳です。
　このお守りは、八方除の祈願が込めら
れていることに加え、陰陽五行説から見
た５色の色毎に、それぞれ異なった祈願
が込められています。

図 鑑

幸運を呼ぶお守り
しあ わ せ

き ま も り

初穂料　袋型・カード型　各800円

厄難除 氣守 初穂料　500円

※12月上旬より頒布開始

白 開運招福・万願成就
心願成就・就職成就

紫 健康回復・身体安全
病気平癒・怪我平癒
精 神 の 安 定 ・ 長 寿

赤 縁 結 び ・ 家 庭 円 満
人間関係の改善・子宝

青 成績向上・目的達成
必勝祈願・業務成就
芸道上達・スポーツ万能

黄 金運向上・職業繁栄
福徳招来・商売繁昌

　「風神」は、文字通り「風を司る神」です。
古来、風は神の息から生じるといわれた
一方で、台風のような暴風は農作物に甚
大な被害をもたらすため、そのような暴風
を鎮めるために風の神を祀るようになりま
した。
　「雷神」は、民間では「雷様」と呼ばれ、
菅原道真の死後に天変地異が多発したこ
とから、「雷を司る神（天神）」として信
仰の対象となったといわれています。
　風神雷神はいずれも、自然の猛威に対
する畏怖の念から生まれた神様ですが、
捉え方次第では、自然の力を貸してくれ
る心強い味方であるとも考えられます。
　皆様には「曇りなき正直な心」でこの
お守りをお持ち頂き、風神雷神の御神威
により邪気を祓い、良い「氣」を呼び込
んで頂ければ幸いです。

正月期間中・夏季は
この限りではありません。

毎日8：00～16：30

授与所開設時間

ふうじん

らいじん

表
面

裏
面

　少年館は、7月22日〜23日の2日間、静岡県朝霧高
原にて「夏季錬成会」を実施しました。
　今回は、北口本宮冨士浅間神社（山梨県）正式参拝から
始まります。少年館は神社が母体の施設のため、このよう
な行事の際には必ず神社の参拝からスタートします。
　富岳風穴では、夏でも残る氷を目の当たりにし、「自
然の偉大さ」を肌で感じました。
　宿泊地は朝霧野外活動センターを利用させていただ
き、館生たちは富士山を望める大自然の中でのびのびと
体を動かし、プラネタリウム鑑賞も行いました。翌日は
キーホルダーやストラップを作り、物作りの楽しさを実
感していました。
　厳しい暑さに負けることなく、思い切り楽しむ館生た
ちも神社参拝では一転真剣な面持ちになりました。こう
いうところは、寒川神社少年館で学ぶ子供たちならでは
かもしれません。
　ボーイ隊・ベンチャー隊は8月4日〜11日にかけて、
石川県珠洲市で開催されました第17回日本スカウト
ジャンボリー（NSJ）に参加しました。
　NSJは4年に1度行われており、国内のボーイスカウ
トに加え海外派遣団、ガールスカウトが参加します。本
年は「冒険〜能登のチカラ未来へ〜」をテーマに、約
13,000人が日ごろ鍛えた知識と技能で各プログラムに
挑みました。
　参加スカウトが一堂に会する大集会には、皇太子殿下
の御台臨を仰ぐとともに、茅ヶ崎市出身の宇宙飛行士 野
口聡一BSアンバサダーが登場、地方ごとのスカウトパ
フォーマンスもあり会場は大いに盛り上がりました。
　記録的猛暑の中、1週間のテント生活という厳しい条
件でしたが、様々な経験を通してさらなる成長を実感し
ました。
　カブ隊では、8月28日〜31日、長野県白馬村八方尾
根を登山する夏季キャンプを実施しました。
　日常生活から離れた大自然の中での活動は楽しいこと
もたくさんある一方で、苦難の連続でもあります。穗髙
神社正式参拝から始まった今回のキャンプは、天候に恵
まれず、雨が降らない日は一日もありませんでした。
計画していた場所まで登ることもできず、予定を大きく
変更することも余儀なくされました。それでも、スカウ
トたちは、日頃の活動で培ってきたスカウト技能を発揮
し、仲間と協力し合って、大自然の中で「苦難を克服」

し「楽しいこと」を自分たちの力で見出していきます。
これがボーイスカウト活動の醍醐味です。
　また「嫌いなものを頑張って食べようとする」など、
一見すると何でもないようなことも、立派なボーイスカ
ウト活動であるといえます。
　このように、協調性と自立性を高めることが今回の
キャンプの最大の目的です。自分と戦い、仲間と協力
して様々なことに挑戦し続けたスカウトたち。雨の多い
キャンプとなりましたが、その中でも絆を深め合い、改
めて仲間の大切さを知ったのではないでしょうか。無事
に帰団したスカウトたちの、曇りのない晴れやかな達成
感に満ち溢れた表情を見ると、彼らにとって雨などさほ
ど大きな問題ではなかったようです。

今回の青少年だよりは、ボーイスカウトと
少年館の「夏」を振り返ります。

夏の思い出
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幸
子

所
在
な
く
山
に
降
る
雨
眺
め
お
り
垂
直
に
降
る
音
も
な
く
降
る 

山
根
喜
美
代

枇
杷
の
実
も
ゼ
リ
ー
と
と
も
に
食
す
れ
ば
互
の
味
を
引
立
て
う
ま
し 

安
藤
　
　
慧

頭
痛
薬
二
錠
を
飲
み
て
寝
こ
ろ
び
ぬ
ホ
ン
ト
は
そ
ん
な
に
痛
く
な
い
の
に 

渡
邉
　
唯
夫

里
の
家
大
き
石
あ
り
亡
き
父
の
腰
掛
け
鯉
を
眺
め
い
た
り
き 

亀
山
　
文
子

大
祓
寒
川
神
社
の
境
内
は
幾
多
の
人
で
に
ぎ
わ
い
て
お
り 

岡
元
　
芳
子

遠
つ
祖
の
魂
運
ぶ
と
ふ
オ
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
翅
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
盆
迎
ふ
頃 

杉
本
　
照
世

人
の
子
も
叱
る
親
し
さ
庭
花
火 

根
岸
　
君
子

諍
い
し
母
は
今
亡
く
夕
野
分 

飛
石
　
槿
花

バ
ナ
ナ
食
む
子
は
知
ら
ぬ
間
に
変
声
期 

金
子
　
つ
ぢ

ち
ち
は
は
の
山
ふ
と
こ
ろ
へ
盆
の
道 
宮
入
　
つ
る

目
薬
の
処
方
箋
読
む
夜
の
秋 
菅
沼
う
め
の

古
き
良
き
時
代
は
遠
く
夕
端
居 

竹
村
真
砂
美

流
さ
れ
る
だ
け
の
人
生
茄
子
の
馬 

伊
藤
　
公
一

秋
空
へ
朱
鷺
舞
い
あ
が
る
朱
鷺
の
里 

原
野
　
楽
天

野
分
あ
と
ま
っ
赤
な
夕
日
う
ま
れ
け
り 

露
木
て
る
子

野
分
跡
あ
の
頃
こ
こ
に
井
戸
の
あ
り 

岩
田
美
代
子

は
じ
け
お
り
後
は
成
り
行
き
鳳
仙
花 

吉
田
　
和
美

髪
先
に
野
分
を
纏
い
バ
ス
を
待
つ 

石
原
美
枝
子

紺
が
す
り
線
香
花
火
匂
い
し
て 

四
ツ
車
梢
月

御
袋
と
見
間
違
え
た
る
案
山
子
か
な 

村
松
　
信
篤

路
地
裏
を
ね
ず
み
花
火
の
走
り
出
し 

松
本
美
智
子

畳
ふ
む
足
裏
に
秋
を
感
じ
を
り 

菅
沼
　
保
幸

秋
深
し
家
族
が
わ
り
の
テ
レ
ビ
か
な 

猿
渡
　
弥
生

孫
等
来
て
待
っ
て
ま
し
た
と
庭
花
火 

倉
谷
　
節
子

良
き
時
代
東
京
土
産
は
バ
ナ
ナ
か
な 

天
沼
　
子
平

◆
昇
　進

〈
神
社
〉

寒
川
神
社
権
禰
宜 

野
村

　尚
広

寒
川
神
社
権
禰
宜 

田
中

　喜
隆

神
職
身
分
二
級
と
す
る

　平
成
三
十
年
九
月
一
日神 

社 

本 

庁

◆
退
　職

〈
参
集
殿
〉

 

木
村

　禎
成

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

看 

護 

師 

新
久
保
良
美

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
年
九
月
三
十
日

〈
さ
む
か
わ
訪
問
看
護

 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

看 

護 

師 

石
川

　理
加

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
年
九
月
三
十
日

◆
採
　用

〈
参
集
殿
〉

 

月
本

　恵
子

参
集
殿
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
三
十
年
八
月
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

看 

護 

師 

下
﨑

　淑
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
三
十
年
八
月
一
日

看 

護 

師 

永
倉

　紀
絵

診
療
放
射
線
技
師 

小
掠

　
　萌

事
務
職
員 

一
宮

　麻
里

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
三
十
年
九
月
一
日

　
本
誌
前
号
（
第
513
号
）
に
て
、
平
成
30
年
浜
降

祭
【
さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り
】
参
加
神
社
の
掲
載

に
あ
た
り
、「
寒
川
4
社
（
寒
川
神
社
・
菅
谷
神
社
・

倉
見
神
社
・
菅
谷
神
社
）」
と
の
記
載
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
正
し
く
は
「
寒
川
4
社
（
寒
川
神
社
・
菅

谷
神
社
・
倉
見
神
社
・
八
幡
大
神
）」
で
す
。

　
衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

謹
ん
で
訂
正
致
し
ま
す
。

い
さ
か

病院だより

医療講演会のご案内
口腔機能をご存知ですか？

自分の口で
一生食べ続けるために
講師／口腔ケア推進担当看護師

希望者にはブラシ持参にて歯磨きの
ワンポイントアドバイスを致します

平成30年10月25日㈭
14：00～

日時

寒川神社 参集殿場所

11月・12月の予定は
寒川病院ＨＰでご確認ください

www.samukawabyouin.com
寒川病院

入場無料・申込不要

宗教法人寒川神社寒川病院 外科医長 伊東　功
便失禁のおはなし

　

便
失
禁
は
日
常
の
生
活
の
質
に
大
き
く
影
響

す
る
排
便
障
害
の
症
状
で
、「
無
意
識
ま
た
は

自
分
の
意
思
に
反
し
て
肛
門
か
ら
便
が
も
れ
る

症
状
」
を
便
失
禁
、「
無
意
識
ま
た
は
自
分
の

意
志
に
反
し
て
肛
門
か
ら
ガ
ス
が
も
れ
る
症

状
」
を
ガ
ス
失
禁
、
便
失
禁
と
ガ
ス
失
禁
を
合

わ
せ
て
肛
門
失
禁
と
定
義
さ
れ
、
日
本
に
お
い

て
65
歳
以
上
の
便
失
禁
有
症
率
は
男
性
8.7
％
、

女
性
6.6
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

便
失
禁
の
病
態
と
し
て
は
加
齢
に
よ
り
内
外

肛
門
括
約
筋
の
機
能
が
低
下
す
る
特
発
性
の
肛

門
括
約
筋
不
全
や
分
娩
外
傷
や
肛
門
の
手
術
、

直
腸
癌
手
術
や
肛
門
の
外
傷
に
伴
う
外
傷
性
の

肛
門
括
約
筋
不
全
、
糖
尿
病
や
神
経
損
傷
に
よ

る
神
経
障
害
性
な
ど
の
肛
門
括
約
筋
不
全
、
鎖

肛
な
ど
の
先
天
性
直
腸
肛
門
疾
患
、
直
腸
脱
や

直
腸
瘤
な
ど
に
よ
る
後
天
性
直
腸
肛
門
疾
患
、

認
知
症
や
脳
梗
塞
、
糖
尿
病
な
ど
に
よ
る
便
意

感
覚
異
常
、
直
腸
癌
術
後
や
炎
症
性
腸
疾
患
等

に
よ
る
直
腸
内
の
貯
留
機
能
不
全
、
過
敏
性
腸

症
候
群
や
下
剤
服
用
に
よ
る
下
痢
な
ど
に
よ
る

便
通
異
常
、
便
詰
ま
り
等
に
よ
る
溢
流
性
便
失

禁
が
あ
り
ま
す
が
便
失
禁
の
原
因
は
こ
れ
ら
の

ひ
と
つ
だ
け
と
は
限
ら
ず
い
く
つ
か
の
要
因
が

重
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

便
失
禁
の
発
症
リ
ス
ク
因
子
と
し
て
は
年

齢
・
性
別
な
ど
の
身
体
的
条
件
、
糖
尿
病
や
過

敏
性
腸
症
候
群
な
ど
の
併
存
疾
患
、分
娩
回
数
・

自
宅
で
の
分
娩
・
鉗
子
分
娩
な
ど
の
産
科
的
条

件
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

尚
、
分
娩
後
の
尿
お
よ
び
便
失
禁
の
頻
度
は

6
〜
8
％
あ
り
、
分
娩
経
験
の
あ
る
女
性
の
尿

失
禁
患
者
で
は
そ
の
1
／
3
に
便
失
禁
を
認
め

る
と
の
事
で
す
。

　

便
失
禁
の
治
療
は
ま
ず
食
事
・
生
活
・
排
便

習
慣
の
改
善
と
し
て
、
軟
便
を
伴
う
便
失
禁
に

は
食
物
繊
維
の
摂
取
を
促
し
便
性
状
を
軟
化
さ

せ
る
食
事
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
よ
う
に
し

ま
す
。
皮
膚
炎
の
予
防
に
は
排
便
習
慣
の
改
善

と
弱
酸
性
の
洗
浄
剤
を
使
用
す
る
事
や
軟
膏
に

よ
る
皮
膚
の
保
湿
や
保
護
に
よ
る
ス
キ
ン
ケ
ア

が
有
用
で
す
。

　

そ
れ
で
も
改
善
が
な
い
場
合
は
薬
物
療
法
と

し
て
軟
便
を
伴
う
便
失
禁
に
対
し
て
は
水
分
を

吸
収
し
ゲ
ル
状
に
膨
れ
上
が
る
性
質
の
薬
剤
や

止
痢
剤
、
過
敏
性
腸
症
候
群
に
対
す
る
お
薬
を

使
用
し
ま
す
。
糞
便
塞
栓
に
よ
る
漏
出
性
便
失

禁
に
対
し
て
は
摘
便
や
浣
腸
に
よ
る
定
期
的
な

直
腸
の
空
虚
化
は
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
盤
底
筋
訓
練
や
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

療
法
は
指
導
内
容
が
理
解
で
き
自
宅
で
の
継
続

が
で
き
れ
ば
あ
る
程
度
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

そ
れ
ら
の
治
療
を
行
っ
て
も
効
果
が
な
い
場

合
は
挿
入
型
肛
門
用
失
禁
装
具
の
使
用
や
外
科

的
治
療
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

便
失
禁
は
治
療
に
よ
り
改
善
が
期
待
で
き
ま

す
の
で
ま
ず
専
門
医
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

http://www.sansyuden.jp

成人式・還暦祝など各種お祝いのご会食
参拝会食・忘年会・新年会・歓送迎会
同窓会・創業記念など各種のご宴会

☎0467-75-5555 FAX0467-75-5556
〒253-0106 高座郡寒川町宮山3835-1

ご予約・お問合せは

結婚・婚礼・お宮参り・七五三詣
各種宴会 承り中

1213
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神社についてのなかなか聞けない素
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編
集

後
記

祝祭日には国旗を掲げましょう 【表紙写真説明】
天皇陛下御即位三十年記念　東儀秀樹コンサート

【題字】
神社本庁 総長　田中恆清

本
年
も
残
す
と
こ
ろ
三
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

本
号
に
お
い
て
も
奉
祝
事
業
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、

ま
た
そ
れ
を
つ
ぶ
さ
に
記
録
し
て
お
り
ま
す
。
奉

祝
と
い
う
言
葉
を
解
釈
致
し
ま
す
と
「
喜
び
祝
う
」

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
お
祝
い
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
た
だ
単
に
明
る
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
当
神
社
に
と
っ
て
も
例
年
以
上
に
氏
子

崇
敬
者
の
方
々
と
接
す
る
機
会
と
、
そ
の
喜
び
の

声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
今
ま
で
お
知
り
合
い
で
は
な
か
っ
た
方
と
の
出

会
い
ま
で
も
い
た
だ
き
、
奉
祝
を
契
機
に
知
り
得

た
御
神
縁
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
俊
）

『木  札 』

霜月「11月」神無月「10月」 師走「12月」

月次祭にご参列された方などにお頒けする木札です

奉祝 天皇陛下御即位三十年

神
かみ

様
さま

って何
なに

食
た

べてるの？

　私
わたし
たちが毎

まい
日
にち
ご飯
はん
を食

た
べているように、実

じつ
は神
かみ
様
さま
も毎
まい
日
にち
食
しょく

事
じ
をされています。あまり知

し
られてはいませんが、寒

さむ
川
かわ
神
じん
社
じゃ
で

は、毎
まい
朝
あさ
、神

かん
主
ぬし
さんが神

かみ
様
さま
の食

しょく
事
じ
を準

じゅん
備
び
してお供

そな
えしていま

す。このときに、お召
め
し上

あ
がり頂

いただ
くのは、お米

こめ
・お酒

さけ
・野

や
菜
さい
・

果
くだ
物
もの
・塩
しお
・水
みず
という献

こん
立
だて
です。このように神

かみ
様
さま
にお召

め
し上

あ
がり

頂
いただ
くために準

じゅん
備
び
するお食

しょく
事
じ
を「神

しん
饌
せん
」といいます。

　神
しん
饌
せん
を準

じゅん
備
び
するときには、旬

しゅん
の野

や
菜
さい
や果
くだ
物
もの
を用
よう
意
い
して、で

きるだけ綺
き
麗
れい
に盛

も
り付

つ
けます。どんなにおいしい料

りょう
理
り
でも、

見
み
た目

め
が美

うつく
しくなければ食

しょく
欲
よく
がなくなりますよね？それは、神

かみ

様
さま
も同
おな
じです。

　また、毎
まい
日
にち
同
おな
じお食

しょく
事
じ
というわけにもいきません。人

にん
間
げん
の

世
せ
界
かい
でも、誕

たん
生
じょう
日
び
やお祝

いわ
い事
ごと
など特

とく
別
べつ
な日

ひ
には、普

ふ
段
だん
は食

た
べな

いような豪
ごう
華
か
な食

しょく
事
じ
をすることが多

おお
いように、神

かみ
様
さま
にとって特

とく

別
べつ
な日

ひ
（大
おお
きなお祭

まつり
）には卵

たまご
や魚

さかな
なども一

いっ
緒
しょ
に召

め
し上

あ
がって

頂
いただ
きます。

　では、神
かみ
様
さま
が召

め
し上

あ
がった「神

しん
饌
せん
」は一

いっ
体
たい
どうなるのでしょう

か？一
いち
度
ど
お供

そな
えした神

しん
饌
せん
は「お下

さ
がり」として、私

わたし
たちの食

しょく
事
じ

へと変
か
わっていきます。少

すこ
し難

むずか
しいですが「神

しん
人
じん
共
きょう
食
しょく
」という

考
かんが
え方
かた
で、神

かみ
様
さま
と同
おな
じものを食

た
べることで神

かみ
様
さま
のご加

か
護
ご
を頂

いただ
く

ということです。

　食
しょく
事
じ
の前

まえ
に「いただきます」と言

い
うのは、こんなところにも

理
り
由
ゆう
があるのです。


